
十
六

防
衛
施

設
周
辺
の
整

備
事
業
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
。

以
下
「
防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
、
前
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
当

該
年
度
の
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
国
の
補
助
金
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ
た
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
業
（
医
療
法
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
の
防
音
工
事
及
び
水
道

法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
の
整
備
事
業

を
除
く
。）に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
当
該
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と

し
て
充
て
た
額
を
控
除
し
た
額
（
定
額
補
助
に
係
る
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
補

助
金
の
額
の
二
分
の
一
又
は
当
該
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と
し
て
充

て
た
額
を
控
除
し
た
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

十
六

防
衛
施

設
周
辺
の
整

備
事
業
に
要

す
る
経
費
が

あ
る
こ
と
。

防
衛
施
設
周
辺
の
生
活
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
一
号
。

以
下
「
防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
」
と
い
う
。）の
規
定
に
よ
り
、
前
年
度
の
十
月
一
日
か
ら
当

該
年
度
の
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
国
の
補
助
金
の
交
付
決
定
が
な
さ
れ
た
次
の
各

号
に
掲
げ
る
事
業
（
医
療
法
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
の
防
音
工
事
及
び
水
道

法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
の
整
備
事
業

を
除
く
。）に
要
す
る
経
費
の
う
ち
、
当
該
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と

し
て
充
て
た
額
を
控
除
し
た
額
（
定
額
補
助
に
係
る
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
補

助
金
の
額
の
二
分
の
一
又
は
当
該
道
府
県
が
負
担
す
べ
き
額
か
ら
地
方
債
を
財
源
と
し
て
充

て
た
額
を
控
除
し
た
額
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
額
）に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

一

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
三
条
に
規
定
す
る
障
害
防
止
工
事

一

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
三
条
に
規
定
す
る
障
害
防
止
工
事

二

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
八
条
に
規
定
す
る
民
生
安
定
施
設
の
整
備
事
業

二

防
衛
施
設
周
辺
整
備
法
第
八
条
に
規
定
す
る
民
生
安
定
施
設
の
整
備
事
業

十
七

緩
衝
緑

地
造
成
事
業

に
要
す
る
経

費
が
あ
る
こ

と
。

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の
環
境
事
業
団
が
実
施
し
た
緩
衝
緑
地
造
成
事
業
に
係
る
負

担
金
と
し
て
、当
該
年
度
に
お
い
て
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
支
出
す
る
額（
当

該
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
分
及
び
平
成
十
四
年
度
以
降
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
当
該

事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
解
散
前
の
環
境
事
業
団
が
借
り
入
れ
た
借
入
金

の
償
還
に
要
す
る
経
費
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
支
出
額
」
と
い
う
。）に
〇
・

五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た
だ
し
、
支
出
額
が
三
億
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
三
億
円

以
下
の
額
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
三
億
円
を
超
え
る
額
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
五
を
そ
れ
ぞ

れ
乗
じ
て
得
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。）と
す
る
。

十
七

緩
衝
緑

地
造
成
事
業

に
要
す
る
経

費
が
あ
る
こ

と
。

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
附
則
第
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
解
散
前
の
環
境
事
業
団
が
実
施
し
た
緩
衝
緑
地
造
成
事
業
に
係
る
負

担
金
と
し
て
、当
該
年
度
に
お
い
て
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
に
支
出
す
る
額（
当

該
地
方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
分
及
び
平
成
十
四
年
度
以
降
の
新
規
事
業
に
つ
い
て
は
当
該

事
業
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
解
散
前
の
環
境
事
業
団
が
借
り
入
れ
た
借
入
金

の
償
還
に
要
す
る
経
費
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
支
出
額
」
と
い
う
。）に
〇
・

五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
た
だ
し
、
支
出
額
が
三
億
円
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
三
億
円

以
下
の
額
に
あ
つ
て
は
〇
・
五
を
、
三
億
円
を
超
え
る
額
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
五
を
そ
れ
ぞ

れ
乗
じ
て
得
た
額
の
合
算
額
と
す
る
。）と
す
る
。

十
八

地
籍
調

査
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

道
府
県
が
当
該
年
度
に
お
い
て
負
担
す
る
地
籍
調
査
に
要
す
る
経
費
で
あ
つ
て
国
土
調
査

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金

又
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
社
会
資
本
整
備
円
滑
化
地
籍
事
業
に
限
る
。）を
伴
う
も

の
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

十
八

地
籍
調

査
に
要
す
る

経
費
が
あ
る

こ
と
。

道
府
県
が
当
該
年
度
に
お
い
て
負
担
す
る
地
籍
調
査
に
要
す
る
経
費
で
あ
つ
て
国
土
調
査

法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
九
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
庫
負
担
金

又
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
社
会
資
本
整
備
円
滑
化
地
籍
事
業
に
限
る
。）を
伴
う
も

の
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額

十
九

職
員
の

海
外
派
遣
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

国
際
化
施
策
と
し
て
実
施
す
る
職
員
の
海
外
派
遣
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調

査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

十
九

職
員
の

海
外
派
遣
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

国
際
化
施
策
と
し
て
実
施
す
る
職
員
の
海
外
派
遣
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調

査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

二
十

高
等
学

校
寄
宿
舎
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。

二
十

高
等
学

校
寄
宿
舎
に

要
す
る
経
費

が
あ
る
こ

と
。

次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
少
な
い
額
と
す
る
。

一

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額

一

次
の
算
式
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額

算
式

算
式

Ａ
×
175000円







Ａ
×
162000円







算
式
の
符
号

算
式
の
符
号

Ａ
当
該
年
度
の
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る
道
府
県
立
の
高
等
学
校
の
寄
宿
舎
入
舎
生

徒
数
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
数

Ａ
当
該
年
度
の
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る
道
府
県
立
の
高
等
学
校
の
寄
宿
舎
入
舎
生

徒
数
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
数

二

高
等
学
校
の
寄
宿
舎
の
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・

八
を
乗
じ
て
得
た
額

二

高
等
学
校
の
寄
宿
舎
の
運
営
に
要
す
る
経
費
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・

八
を
乗
じ
て
得
た
額

二
十
一

下
水

の
高
度
処
理

に
要
す
る
経

費
が
あ
る
こ

と
。

下
水
の
高
度
処
理
に
要
す
る
経
費
（
工
場
又
は
事
業
所
等
か
ら
の
排
水
に
係
る
も
の
を
除

く
。）と
し
て
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額
（
当

該
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た

額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限
る
。）に
〇
・
七
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

二
十
一

下
水

の
高
度
処
理

に
要
す
る
経

費
が
あ
る
こ

と
。

下
水
の
高
度
処
理
に
要
す
る
経
費
（
工
場
又
は
事
業
所
等
か
ら
の
排
水
に
係
る
も
の
を
除

く
。）と
し
て
当
該
年
度
中
に
一
般
会
計
か
ら
下
水
道
事
業
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
た
額
（
当

該
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た

額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
限
る
。）に
〇
・
七
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

平成年月日 月曜日 (号外第号)官 報 
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